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１【提出理由】

 

ノムラ・ＣＴＡ・シリーズ・トラスト ノムラ・ブルークレスト・ＣＴＡ・ファンド 0908（Nomura BlueCrest CTA

Fund 0908, a Series Trust of Nomura CTA Series Trust）（以下「ファンド」といいます。）の主要な関係法人の

異動があったため、金融商品取引法第24条の５第４項および特定有価証券の内容等の開示に関する内閣府令第29条第

２項第２号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

 

（１）当該主要な関係法人の名称、資本金の額及び関係業務の概要

（イ）関係法人でなくなった会社

①　名称

野村ファンド・リサーチ・アンド・テクノロジー株式会社

②　資本金の額

2015年４月１日現在、４億円

③　関係業務の概要

2009年５月14日付でグローバル・ファンズ・トラスト・カンパニー（以下「受託会社」といいます。）とノ

ムラ・ファンド・リサーチ・アンド・テクノロジー・アメリカ・インク（以下「NFR&TA」といいます。）との

間で締結され、2012年12月13日付の受託会社とNFR&TAと野村ファンド・リサーチ・アンド・テクノロジー株式

会社（以下「NFRT」といいます。）との間の更改契約（2012年12月20日発効）によって更改された投資顧問契

約（2009年６月11日付で修正済。）（以下、併せて「投資顧問契約」といいます。）に従い、投資顧問会社

（以下、（イ）においてNFRTを指します。）は、信託証書の条項、ファンドの投資目的および投資方針に基づ

き、かつ、投資顧問契約における投資制限に基づき、以下の業務を遂行します。

(a) ファンドの資産のほとんどすべて（現金残高ならびに為替ヘッジ取引に関連し利用されるＡクラス受益証

券およびＣクラス受益証券に帰属するファンドの資産の一部を除きます。）を本債券に投資すること。

(b) 受託会社（もしくはその代理としての事務代行会社）、ノムラ・バンク・インターナショナル・ピーエル

シー（以下「本債券発行会社」といいます。）（受託会社の要請によります。）、原ファンド投資管理会

社（本債券発行会社の要請によります。）が投資顧問会社に提供した情報または公に入手可能な情報のみ

に基づき、原ファンドの運営上の能力について定期的にモニタリングを行い、かつファンドの投資目的に

照らした原ファンド分離ポートフォリオの投資ポートフォリオの妥当性を定期的にモニタリングするこ

と。

(c) 投資顧問会社が、その単独の判断のみに基づき、原ファンド分離ポートフォリオの運営上の能力に重大な

欠陥があると判断した場合、または原ファンド分離ポートフォリオの投資ポートフォリオがファンドの投

資目的に照らして妥当ではないと判断した場合、合理的に速やかに受託会社に通知すること。

(d) 為替リスクを軽減（ただし完全に排除することではありません。）し、Ａクラス受益証券を日本円に対す

る米ドルの価値の下落から、およびＣクラス受益証券を豪ドルに対する米ドルの価値の下落から保護する

よう、ファンドの為替ヘッジ取引を計画し実行すること。

(e) ファンドの現金残高を管理すること。

 

（ロ）新しく関係法人となった会社

①　名称

野村アセットマネジメント株式会社

②　資本金の額

2015年６月末日現在、171億8,035万円

③　関係業務の概要

2015年10月１日付でNFRTがリテール運用関連事業を分割し、野村アセットマネジメント株式会社（以下

「NAM」といいます。）が当該事業を承継したことに伴い、投資顧問契約に従い、投資顧問会社（以下、

（ロ）においてNAMを指します。）は、信託証書の条項、ファンドの投資目的および投資方針に基づき、か

つ、投資顧問契約における投資制限に基づき、以下の業務を遂行します。

(a) ファンドの資産のほとんどすべて（現金残高ならびに為替ヘッジ取引に関連し利用されるＡクラス受益証

券およびＣクラス受益証券に帰属するファンドの資産の一部を除きます。）を本債券に投資すること。

(b) 受託会社（もしくはその代理としての事務代行会社）、本債券発行会社（受託会社の要請によりま

す。）、原ファンド投資管理会社（本債券発行会社の要請によります。）が投資顧問会社に提供した情報
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または公に入手可能な情報のみに基づき、原ファンドの運営上の能力について定期的にモニタリングを行

い、かつファンドの投資目的に照らした原ファンド分離ポートフォリオの投資ポートフォリオの妥当性を

定期的にモニタリングすること。

(c) 投資顧問会社が、その単独の判断のみに基づき、原ファンド分離ポートフォリオの運営上の能力に重大な

欠陥があると判断した場合、または原ファンド分離ポートフォリオの投資ポートフォリオがファンドの投

資目的に照らして妥当ではないと判断した場合、合理的に速やかに受託会社に通知すること。

(d) 為替リスクを軽減（ただし完全に排除することではありません。）し、Ａクラス受益証券を日本円に対す

る米ドルの価値の下落から、およびＣクラス受益証券を豪ドルに対する米ドルの価値の下落から保護する

よう、ファンドの為替ヘッジ取引を計画し実行すること。

(e) ファンドの現金残高を管理すること。

 

（２）当該異動の理由及びその年月日

（イ）異動の理由

NFRTは、下記異動年月日付でリテール運用関連事業を分割し、NAMが当該事業を承継しました。これに伴

い、下記異動年月日以降は、ファンドの投資顧問会社がNFRTからNAMに変更されました。

 

（ロ）異動年月日

平成27年10月１日
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